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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェイトトレーニング機器に対応して設置され、該ウェイトトレーニング機器を使用す
るユーザを識別するユーザ識別情報を読み取り、読み取った前記ユーザ識別情報と読み取
った日時に関する読取日時情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別
するウェイトトレーニング機器識別情報とを関係付けた情報であるユーザ関係情報を送信
する読取部と、
　前記ウェイトトレーニング機器に設置される通信モジュール付荷重センサであって、該
ウェイトトレーニング機器で用いられるウェイトの荷重を検出し、検出された前記荷重に
関する情報を示す荷重情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別する
ウェイトトレーニング機器識別情報と、当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重
センサ識別情報と、を含む重量センシング情報を時系列に複数、無線通信機能を用いて送
信する該通信モジュール付荷重センサと、
　前記ウェイトトレーニング機器に設置される通信モジュール付距離センサであって、対
象物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離を計測し、計測された前記距離に関
する情報を示す距離情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別情報と、
当該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、を含む距離センシン
グ情報を時系列に複数、無線通信機能を用いて送信する該通信モジュール付距離センサと
、
　前記通信モジュール付荷重センサから送信された前記重量センシング情報と、前記通信
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モジュール付距離センサから送信された前記距離センシング情報とを受信し、前記重量セ
ンシング情報及び前記距離センシング情報のそれぞれに、受信した日時に関する日時情報
を付与して通信ネットワークを介して情報処理装置へ送信する中継部と、
　前記読取部から送信された前記ユーザ関係情報を取得すると共に、前記中継部から時系
列の複数の前記重量センシング情報と時系列の複数の前記距離センシング情報とを取得し
、前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時情報に基づいて
、所定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離センシ
ング情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重情報に
基づいて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシング情報
に含まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎の前記
ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情報を生
成する前記情報処理装置と、
を備えることを特徴とするウェイトトレーニング情報管理システム。
【請求項２】
　ウェイトトレーニング機器に対応して設置され、該ウェイトトレーニング機器を使用す
るユーザを識別するユーザ識別情報を読み取り、読み取った前記ユーザ識別情報と読み取
った日時に関する読取日時情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別
するウェイトトレーニング機器識別情報とを関係付けた情報であるユーザ関係情報を送信
する読取部と、
　前記ウェイトトレーニング機器に設置される通信モジュール付荷重センサであって、該
ウェイトトレーニング機器で用いられるウェイトの荷重を検出し、検出された前記荷重に
関する情報を示す荷重情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別する
ウェイトトレーニング機器識別情報と、当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重
センサ識別情報と、前記荷重を検出した日時を示す日時情報を含む重量センシング情報を
時系列に複数、無線通信機能を用いて送信する該通信モジュール付荷重センサと、
　前記ウェイトトレーニング機器に設置される通信モジュール付距離センサであって、対
象物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離を計測し、計測された前記距離に関
する情報を示す距離情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別情報と、
当該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、前記距離を計測した
日時を示す日時情報を含む距離センシング情報を時系列に複数、無線通信機能を用いて送
信する該通信モジュール付距離センサと、
　前記通信モジュール付荷重センサから送信された前記重量センシング情報と、前記通信
モジュール付距離センサから送信された前記距離センシング情報とを受信し、通信ネット
ワークを介して情報処理装置へ送信する中継部と、
　前記読取部から送信された前記ユーザ関係情報を取得すると共に、前記中継部から時系
列の複数の前記重量センシング情報と時系列の複数の前記距離センシング情報とを取得し
、前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時情報に基づいて
、所定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離センシ
ング情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重情報に
基づいて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシング情報
に含まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎の前記
ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情報を生
成する前記情報処理装置と、
を備えることを特徴とするウェイトトレーニング情報管理システム。
【請求項３】
　前記情報処理装置は、時系列で取得した前記重量センシング情報に含まれる荷重情報の
荷重の差分を前記荷重の変化として算出し、時系列で取得した前記距離センシング情報に
含まれる距離情報の変位の周期を前記昇降回数として算出し、前記荷重の変化及び前記昇
降回数に基づいて前記トレーニング状況情報を生成する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載のウェイトトレーニング情報管理システム。
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【請求項４】
　店舗内に設置されたウェイトトレーニング機器に対応して設置された読取部と、前記ウ
ェイトトレーニング機器に設置された通信モジュール付荷重センサと、前記ウェイトトレ
ーニング機器に設置された通信モジュール付距離センサと、情報処理装置と、前記通信モ
ジュール付荷重センサと前記通信モジュール付距離センサとから送信されるセンシング情
報を受信し通信ネットワークを介して前記情報処理装置へ送信する中継装置とからなるウ
ェイトトレーニング情報管理システムで用いられる前記情報処理装置であって、
　前記通信ネットワークを介して、前記読取部より送信された、ユーザを識別するユーザ
識別情報と読み取った日時に関する読取日時情報と、該読取部に予め登録された前記ウェ
イトトレーニング機器を識別するウェイトトレーニング機器識別情報とを取得するユーザ
識別情報取得部と、
　前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付荷重センサによ
り、該通信モジュール付荷重センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別
情報と、前記ウェイトトレーニング機器で用いられるウェイトの荷重に関する荷重情報と
当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重センサ識別情報と、前記中継装置が受信
または前記荷重を検出した日時を示す日時情報を含む重量センシング情報を時系列で複数
取得する荷重情報取得部と、
　前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付距離センサによ
り、該通信モジュール付距離センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別
情報と、対象物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離に関する距離情報と、当
該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、前記中継装置が受信ま
たは前記距離を計測した日時を示す日時情報を含む距離センシング情報を時系列で複数取
得する距離情報取得部と、
　前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時に基づいて、所
定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離センシング
情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重情報に基づ
いて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシング情報に含
まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎の前記ウェ
イトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情報を生成す
るウェイトトレーニング状況情報生成部と、
を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　店舗内に設置されたウェイトトレーニング機器に対応して設置された読取部と、前記ウ
ェイトトレーニング機器に設置された通信モジュール付荷重センサと、前記ウェイトトレ
ーニング機器に設置された通信モジュール付距離センサと、情報処理装置と、前記通信モ
ジュール付荷重センサと前記通信モジュール付距離センサとから送信されるセンシング情
報を受信し通信ネットワークを介して前記情報処理装置へ送信する中継装置とからなるウ
ェイトトレーニング情報管理システムで用いられる前記情報処理装置に、
　前記通信ネットワークを介して、前記読取部より送信された、ユーザを識別するユーザ
識別情報と読み取った日時に関する読取日時情報と、該読取部に予め登録された前記ウェ
イトトレーニング機器を識別するウェイトトレーニング機器識別情報とを関係付けた情報
であるユーザ関係情報を取得し、
　前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付荷重センサによ
り、該通信モジュール付荷重センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別
情報と、前記ウェイトトレーニング機器で用いられるウェイトの荷重に関する荷重情報と
当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重センサ識別情報と、前記中継装置が受信
または前記荷重を検出した日時を示す日時情報を含む重量センシング情報を時系列で複数
取得し、
　前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付距離センサによ
り、該通信モジュール付距離センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別
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情報と、対象物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離に関する距離情報と、当
該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、前記中継装置が受信ま
たは前記距離を計測した日時を示す日時情報を含む距離センシング情報を時系列で複数取
得し、
　前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時に基づいて、所
定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離センシング
情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重情報に基づ
いて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシング情報に含
まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎の前記ウェ
イトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情報を生成す
る、
処理を実行させるウェイトトレーニング情報管理プログラム。
【請求項６】
　店舗内に設置されたウェイトトレーニング機器に対応して設置された読取部と、前記ウ
ェイトトレーニング機器に設置された通信モジュール付荷重センサと、前記ウェイトトレ
ーニング機器に設置された通信モジュール付距離センサと、情報処理装置と、前記通信モ
ジュール付荷重センサと前記通信モジュール付距離センサとから送信されるセンシング情
報を受信し通信ネットワークを介して前記情報処理装置へ送信する中継装置とからなるウ
ェイトトレーニング情報管理システムで用いられる前記情報処理装置が、
　前記通信ネットワークを介して、前記読取部より送信された、ユーザを識別するユーザ
識別情報と読み取った日時に関する読取日時情報と、該読取部に予め登録された前記ウェ
イトトレーニング機器を識別するウェイトトレーニング機器識別情報とを関係付けた情報
であるユーザ関係情報を取得し、
　前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記ウェイトトレーニング機器に設置
された通信モジュール付荷重センサにより、該通信モジュール付荷重センサに予め登録さ
れた前記ウェイトトレーニング機器識別情報と、前記ウェイトトレーニング機器で用いら
れるウェイトの荷重に関する荷重情報と当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重
センサ識別情報と、前記中継装置が受信または前記荷重を検出した日時を示す日時情報を
含む重量センシング情報を時系列で複数取得し、
　前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付距離センサによ
り、該通信モジュール付距離センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別
情報と、対象物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離に関する距離情報と、当
該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、前記中継装置が受信ま
たは前記距離を計測した日時を示す日時情報を含む距離センシング情報を時系列で複数取
得し、
　前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時に基づいて、所
定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離センシング
情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重情報に基づ
いて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシング情報に含
まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎の前記ウェ
イトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情報を生成す
る、
処理を実行するウェイトトレーニング情報管理方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ウェイトトレーニング機器によるトレーニング情報の収集及び管理に関する
。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、健康志向の高まりを受けてウェイトトレーニングに関心が高まっている。ウェイ
トトレーニングとは、ダンベルやバーベル等で筋肉に負荷をかけて、筋力及び筋肉を養成
する訓練方法である。フィットネスクラブやジムには、体の部位に応じてウェイトトレー
ニングを効率的に行うための様々なタイプの機器（ウェイトトレーニング機器）が設置さ
れている。
【０００３】
　日々ウェイトトレーニングを行う人にとっては、自身のトレーニングの状況を把握し、
管理することは重大な関心事である。そこで、以下の技術が存在する。
【０００４】
　例えば、ウェイトトレーニングマシンのウェイトの重量およびトレーニング回数を検出
するセンサからの出力信号を受ける制御部と、トレーニング状況を表示する表示部と、使
用者を認識するための認識部とを備えたターミナルをホストコンピュータに接続したウェ
イトトレーニングマシンのデータ測定装置が開示されている（例えば、特許文献１）。
【０００５】
　また、例えば、トレーニングマシン本体に対して昇降するウェイトに貼着または吸着自
在とした被検出部材と、トレーニングマシンの本体に貼着または吸着自在とした計測ユニ
ットを有し、上記計測ユニットには被検出部材の変位を検出する検出部材が収容され、被
検出部材の変位によりウェイトの昇降を検出すると共に、昇降回数をカウントして運動者
に表示するウェイトトレーニングマシン用計測装置が開示されている（例えば、特許文献
２）。
【０００６】
　また、例えば、ＲＦＩＤタグと、ウェイトトレーニング器具のうちのウェイトトレーニ
ング中に、装着されたウェイトと同じ動きをする部位にそれぞれ取り付けられた、加速度
センサ、ならびに、ＲＦＩＤタグからの電波の電界強度を検出すると共にＩＤ情報が含ま
れた信号を受信するＲＦＩＤリーダとを有するトレーニング内容検出装置において、装着
されたウェイトの移動の有無および移動方向に基づいてレップ数を検出し、かつ、ウェイ
トが動いている時に電界強度が不変のＲＦＩＤタグ３１から受信したＩＤ情報に基づいて
ウェイトの合計重量を検出する技術が開示されている（例えば、特許文献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－２３００２１号公報
【特許文献２】特開２００９－０８９７９９号公報
【特許文献３】特開２０１１－１３６１３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１の技術では、ウェイトのそれぞれに個数被検出部材やバーコード等のマーキ
ングを付与し、トレーニング中にウェイトが持ち上がることにより、何個の個数被検出部
材またはマーキングが個数検出部材の前を通過したかによって発生するパルスを検知し、
そのパルスの発生数に基づいて重量を検出している。したがって、個数被検出部材やバー
コード等のマーキングを付与する必要があるため、その準備に時間も費用も要する。
【０００９】
　また、特許文献２では、ウェイトの昇降回数をカウントするだけであり、重量の管理は
させていないので、ウェイトトレーニングの進捗状況の管理を行うには別途重量の管理を
行う必要があり、管理が煩雑になる。
【００１０】
　また、特許文献３では、全てのウェイトそれぞれに取り付けられたＲＦＩＤタグに、予
めウェイトの単位重量を示すＩＤ情報を記録しておく必要があり、その作業のための人手
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もコストもかかる。
　さらに特許文献３では、どのウェイトが使用されたかは認識できるが、そのウェイトを
誰が使用しようしたかまでは開示されていない。
 
【００１１】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、一側面として、ウェイトトレーニン
グ機器による、ユーザ毎の試技にかかる重量及び試技回数をより効率的かつ簡単に管理す
るウェイトトレーニング管理技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一側面にかかるウェイトトレーニング情報管理システムは、ウェイトトレーニ
ング機器に対応して設置され、該ウェイトトレーニング機器を使用するユーザを識別する
ユーザ識別情報を読み取り、読み取った前記ユーザ識別情報と読み取った日時に関する読
取日時情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別するウェイトトレー
ニング機器識別情報とを関係付けた情報であるユーザ関係情報を送信する読取部と、前記
ウェイトトレーニング機器に設置される通信モジュール付荷重センサであって、該ウェイ
トトレーニング機器で用いられるウェイトの荷重を検出し、検出された前記荷重に関する
情報を示す荷重情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別するウェイ
トトレーニング機器識別情報と、当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重センサ
識別情報と、を含む重量センシング情報を時系列に複数、無線通信機能を用いて送信する
該通信モジュール付荷重センサと、前記ウェイトトレーニング機器に設置される通信モジ
ュール付距離センサであって、対象物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離を
計測し、計測された前記距離に関する情報を示す距離情報と、予め登録された前記ウェイ
トトレーニング機器識別情報と、当該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ
識別情報と、を含む距離センシング情報を時系列に複数、無線通信機能を用いて送信する
該通信モジュール付距離センサと、前記通信モジュール付荷重センサから送信された前記
重量センシング情報と、前記通信モジュール付距離センサから送信された前記距離センシ
ング情報とを受信し、前記重量センシング情報及び前記距離センシング情報のそれぞれに
、受信した日時に関する日時情報を付与して通信ネットワークを介して情報処理装置へ送
信する中継部と、前記読取部から送信された前記ユーザ関係情報を取得すると共に、前記
中継部から時系列の複数の前記重量センシング情報と時系列の複数の前記距離センシング
情報とを取得し、前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時
情報に基づいて、所定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と
前記距離センシング情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる
前記荷重情報に基づいて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離
センシング情報に含まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、
ユーザ毎の前記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニン
グ状況情報を生成する前記情報処理装置と、を備えることを特徴とする。
 
【００１３】
　本発明の一側面にかかるウェイトトレーニング情報管理システムは、ウェイトトレーニ
ング機器に対応して設置され、該ウェイトトレーニング機器を使用するユーザを識別する
ユーザ識別情報を読み取り、読み取った前記ユーザ識別情報と読み取った日時に関する読
取日時情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別するウェイトトレー
ニング機器識別情報とを関係付けた情報であるユーザ関係情報を送信する読取部と、前記
ウェイトトレーニング機器に設置される通信モジュール付荷重センサであって、該ウェイ
トトレーニング機器で用いられるウェイトの荷重を検出し、検出された前記荷重に関する
情報を示す荷重情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別するウェイ
トトレーニング機器識別情報と、当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重センサ
識別情報と、前記荷重を検出した日時を示す日時情報を含む重量センシング情報を時系列
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に複数、無線通信機能を用いて送信する該通信モジュール付荷重センサと、前記ウェイト
トレーニング機器に設置される通信モジュール付距離センサであって、対象物から当該通
信モジュール付距離センサまでの距離を計測し、計測された前記距離に関する情報を示す
距離情報と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別情報と、当該通信モジュ
ール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、前記距離を計測した日時を示す日時
情報を含む距離センシング情報を時系列に複数、無線通信機能を用いて送信する該通信モ
ジュール付距離センサと、前記通信モジュール付荷重センサから送信された前記重量セン
シング情報と、前記通信モジュール付距離センサから送信された前記距離センシング情報
とを受信し、通信ネットワークを介して情報処理装置へ送信する中継部と、前記読取部か
ら送信された前記ユーザ関係情報を取得すると共に、前記中継部から時系列の複数の前記
重量センシング情報と時系列の複数の前記距離センシング情報とを取得し、前記ウェイト
トレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時情報に基づいて、所定時間内に
取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離センシング情報を紐づ
け、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重情報に基づいて前記ウ
ェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシング情報に含まれる前記
距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎の前記ウェイトトレー
ニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情報を生成する前記情報
処理装置と、を備えることを特徴とする。
 
【００１４】
　前記情報処理装置は、時系列で取得した前記重量センシング情報に含まれる荷重情報の
荷重の差分を前記荷重の変化として算出し、時系列で取得した前記距離センシング情報に
含まれる距離情報の変位の周期を前記昇降回数として算出し、前記前記荷重の変化及び前
記昇降回数に基づいて前記トレーニング状況情報を生成することを特徴とする。
 
【００１５】
　本発明の一側面にかかる情報処理装置は、店舗内に設置されたウェイトトレーニング機
器に対応して設置された読取部と、前記ウェイトトレーニング機器に設置された通信モジ
ュール付荷重センサと、前記ウェイトトレーニング機器に設置された通信モジュール付距
離センサと、情報処理装置と、前記通信モジュール付荷重センサと前記通信モジュール付
距離センサとから送信されるセンシング情報を受信し通信ネットワークを介して前記情報
処理装置へ送信する中継装置とからなるウェイトトレーニング情報管理システムで用いら
れる前記情報処理装置であって、前記通信ネットワークを介して、前記読取部より送信さ
れた、ユーザを識別するユーザ識別情報と読み取った日時に関する読取日時情報と、該読
取部に予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別するウェイトトレーニング機
器識別情報とを取得するユーザ識別情報取得部と、前記中継装置と前記通信ネットワーク
を介して、前記通信モジュール付荷重センサにより、該通信モジュール付荷重センサに予
め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別情報と、前記ウェイトトレーニング機器
で用いられるウェイトの荷重に関する荷重情報と当該通信モジュール付荷重センサを識別
する荷重センサ識別情報と、前記中継装置が受信または前記荷重を検出した日時を示す日
時情報を含む重量センシング情報を時系列で複数取得する荷重情報取得部と、前記中継装
置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付距離センサにより、該通信モ
ジュール付距離センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別情報と、対象
物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離に関する距離情報と、当該通信モジュ
ール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、前記中継装置が受信または前記距離
を計測した日時を示す日時情報を含む距離センシング情報を時系列で複数取得する距離情
報取得部と、前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時に基
づいて、所定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離
センシング情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重
情報に基づいて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシン
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グ情報に含まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎
の前記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情
報を生成するウェイトトレーニング状況情報生成部とを備えることを特徴とする。
 
【００１６】
　本発明の一側面にかかるウェイトトレーニング情報管理プログラムは、店舗内に設置さ
れたウェイトトレーニング機器に対応して設置された読取部と、前記ウェイトトレーニン
グ機器に設置された通信モジュール付荷重センサと、前記ウェイトトレーニング機器に設
置された通信モジュール付距離センサと、情報処理装置と、前記通信モジュール付荷重セ
ンサと前記通信モジュール付距離センサとから送信されるセンシング情報を受信し通信ネ
ットワークを介して前記情報処理装置へ送信する中継装置とからなるウェイトトレーニン
グ情報管理システムで用いられる前記情報処理装置に、前記通信ネットワークを介して、
前記読取部より送信された、ユーザを識別するユーザ識別情報と読み取った日時に関する
読取日時情報と、該読取部に予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別するウ
ェイトトレーニング機器識別情報とを関係付けた情報であるユーザ関係情報を取得し、前
記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付荷重センサにより、
該通信モジュール付荷重センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識別情報
と、前記ウェイトトレーニング機器で用いられるウェイトの荷重に関する荷重情報と当該
通信モジュール付荷重センサを識別する荷重センサ識別情報と、前記中継装置が受信また
は前記荷重を検出した日時を示す日時情報を含む重量センシング情報を時系列で複数取得
し、前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前記通信モジュール付距離センサに
より、該通信モジュール付距離センサに予め登録された前記ウェイトトレーニング機器識
別情報と、対象物から当該通信モジュール付距離センサまでの距離に関する距離情報と、
当該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ識別情報と、前記中継装置が受信
または前記距離を計測した日時を示す日時情報を含む距離センシング情報を時系列で複数
取得し、前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記日時情報と前記読取日時に基づい
て、所定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重量センシング情報と前記距離セン
シング情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシング情報に含まれる前記荷重情報
に基づいて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離センシング情
報に含まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、ユーザ毎の前
記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情報を
生成する、処理を実行させる。
 
【００１７】
　本発明の一側面にかかるウェイトトレーニング情報管理方法は、店舗内に設置されたウ
ェイトトレーニング機器に対応して設置された読取部と、前記ウェイトトレーニング機器
に設置された通信モジュール付荷重センサと、前記ウェイトトレーニング機器に設置され
た通信モジュール付距離センサと、情報処理装置と、前記通信モジュール付荷重センサと
前記通信モジュール付距離センサとから送信されるセンシング情報を受信し通信ネットワ
ークを介して前記情報処理装置へ送信する中継装置とからなるウェイトトレーニング情報
管理システムで用いられる前記情報処理装置が、前記通信ネットワークを介して、前記読
取部より送信された、ユーザを識別するユーザ識別情報と読み取った日時に関する読取日
時情報と、該読取部に予め登録された前記ウェイトトレーニング機器を識別するウェイト
トレーニング機器識別情報とを関係付けた情報であるユーザ関係情報を取得し、前記中継
装置と前記通信ネットワークを介して、前記ウェイトトレーニング機器に設置された通信
モジュール付荷重センサにより、該通信モジュール付荷重センサに予め登録された前記ウ
ェイトトレーニング機器識別情報と、前記ウェイトトレーニング機器で用いられるウェイ
トの荷重に関する荷重情報と当該通信モジュール付荷重センサを識別する荷重センサ識別
情報と、前記中継装置が受信または前記荷重を検出した日時を示す日時情報を含む重量セ
ンシング情報を時系列で複数取得し、前記中継装置と前記通信ネットワークを介して、前
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記通信モジュール付距離センサにより、該通信モジュール付距離センサに予め登録された
前記ウェイトトレーニング機器識別情報と、対象物から当該通信モジュール付距離センサ
までの距離に関する距離情報と、当該通信モジュール付距離センサを識別する距離センサ
識別情報と、前記中継装置が受信または前記距離を計測した日時を示す日時情報を含む距
離センシング情報を時系列で複数取得し、前記ウェイトトレーニング機器識別情報と前記
日時情報と前記読取日時に基づいて、所定時間内に取得した前記ユーザ識別情報と前記重
量センシング情報と前記距離センシング情報を紐づけ、時系列での前記複数の重量センシ
ング情報に含まれる前記荷重情報に基づいて前記ウェイトの荷重の変化を算出し、時系列
での前記複数の距離センシング情報に含まれる前記距離情報に基づいて前記ウェイトの昇
降回数を算出して、ユーザ毎の前記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況
に関するトレーニング状況情報を生成する、処理を実行する。
 
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の一側面によれば、一側面として、ウェイトトレーニング機器による、ユーザ毎
の試技にかかる重量及び試技回数をより効率的かつ簡単に管理するウェイトトレーニング
管理技術を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係るウェイトトレーニング情報管理システムの構成例を示
す図である。
【図２】本実施形態におけるウェイトトレーニング機器の一例を示す図である。
【図３】本実施形態におけるフリーウェイト系のウェイトトレーニング機器の一例を示す
図である。
【図４】本実施形態におけるセンサの構成の一例を示す図である。
【図５】本実施形態におけるサーバの機能ブロックの一例を示す図である。
【図６】本実施形態における記憶部４８で管理されているテーブルの一例を示す図である
。
【図７】本実施形態におけるサーバが取得する情報の一例を示す図である。
【図８】本実施形態における全体の流れを示すシーケンス図である。
【図９】本実施形態におけるサーバの処理のフローチャートである。
【図１０】本実施形態における重量計算処理（Ｓ１５ａ）の詳細なフローチャートである
。
【図１１】本実施形態における回数計算処理（Ｓ１５ｂ）の詳細なフローチャートである
。
【図１２】本発明の実施形態におけるプログラムを実行するコンピュータのハードウェア
環境の構成ブロック図の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は、本発明の一実施形態に係るウェイトトレーニング情報管理システムの構成例を
示す図である。ウェイトトレーニング情報管理システム１は、管理サーバ２、１以上の店
舗３、通信ネットワーク９を含む。通信ネットワーク９は、例えば、インターネット等の
通信網である。
【００２１】
　店舗３は、1以上のウェイトトレーニング機器４を備えるフィットネスクラブやジム等
の店舗である。店舗３には、各ウェイトトレーニング機器４に設けられた１以上のセンサ
５、中継装置、カードリーダ７、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
ルータ８が備えられている。
【００２２】
　センサ５は、押された圧力を検知する圧力センサ（重量センサ）や、対象物までの距離
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を計測する距離センサ等のセンサであって、無線通信機能を有する。センサ５は、一定の
タイミングまたは所定のタイミング（これについては、後述する。）で検知を行い、検知
の度に、検知した情報（センシング情報）を無線通信機能を用いて中継装置６へ送信する
。
【００２３】
　中継装置６は、センサ５から送信されたセンシング情報を受信し、そのセンシング情報
を通信ネットワーク９を介してサーバ２に送信する。なお、受信したセンシング情報をサ
ーバ２へ送信する際に、そのセンシング情報に日時情報を付与してもよい。これにより、
センサ５にタイマ機能がない場合であっても、センシング情報に日時情報を付与すること
はができる。
　カードリーダ７は、会員カードに付与されているバーコード（一次元バーコード及び二
次元バーコードを含む。）や、会員カードに内蔵されているＩＣカード等に登録されてい
るユーザを識別するユーザＩＤを読み取る。カードリーダ７は、そのユーザＩＤと、さら
に必要な情報を付与して、ユーザログイン情報として無線通信を介して無線ＬＡＮルータ
８に送信する。なお、バーコードが付与されていたり、ＩＣタグが内蔵されているものは
カードに限定されず、腕等に巻き付けるバンドタイプのものであってもよい。
【００２４】
　なお、カードリーダ７は、ウェイトトレーニング機器（なお、以下では、ウェイトトレ
ーニング機器を「ＷＴ機器」と称する場合もある。）４毎に設けられており、対応するＷ
Ｔ機器４を識別する情報（製造番号等の固有の番号やウェイトトレーニング機器ＩＤ（Ｗ
Ｔ機器ＩＤ）等）が予め登録されている。
【００２５】
　無線ＬＡＮルータ８は、カードリーダ７により送信されたユーザログイン情報を通信ネ
ットワーク９を介してサーバ２へ送信する。
【００２６】
　サーバ２は、店舗３側から送信されたセンシング情報及びユーザログイン情報を取得し
、センシング情報に基づいて、ＷＴ機器４による試技状況を解析し、ユーザごとのウェイ
トトレーニング状況を管理する。
【００２７】
　なお、本実施形態では、カードリーダ７とＷＴ機器４とは１：１の場合を前提に説明を
行うが、これに限定されず、１：Ｎ（Ｎは１以上の整数）の場合であってもよい。すなわ
ち、複数のＷＴ機器４に対して、例えばタッチパネルを有するカードリーダ（１つ）を配
置し、タッチパネル上で使用するＷＴ機器４を選択するようにしてもよい。タッチパネル
上で選択したＷＴ機器４のＷＴ機器ＩＤを、カードリーダ７で読み取ったユーザＩＤとを
関係づけて、サーバ２へ送信してもよい。
【００２８】
　図２は、本実施形態におけるウェイトトレーニング機器の一例を示す図である。ＷＴ機
器４ａは、ユーザが操作部（図示せず）を操作した場合に、その操作部にワイヤ１３で接
続されたウェイト１２が案内ロッド（不図示）に沿って昇降することにより、そのウェイ
ト２の重量によってユーザに所定の負荷を与えるようにしている。この場合、使用者はウ
ェイト１２の重量をその昇降するウェイト１２の個数により調節できるようにしている。
また、台座プレート１１の上に、ウェイト１２により負荷がかけられた圧力（重量）を検
知する重量センサ５ｂが設けられている。重量センサ５ｂの上に、ウェイト１２が載積さ
れている。
【００２９】
　このように、台座プレート１１上に重量センサ５ｂを設置することができるので、ＷＴ
機器の仕様の違いに対して、重量センサ５ｂまたは重量センサ５ｂが設置された台座プレ
ート１１を交換するだけで、様々なメーカや種類のＷＴ機器に本実施形態を適用すること
ができる。
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【００３０】
　図２の例では、ＷＴ機器４ａの操作部（図示せず）が操作されていない場合には、重量
センサ５ｂは、８個のウェイト１２の合計の重量（５Ｋｇ×８個＝４０Ｋｇ）を検知する
。また、図２のように、ＷＴ機器４ａの操作部（図示せず）が操作されて、３個のウェイ
ト１２が持ち上げられている場合には、重量センサ５ｂは、５個のウェイト１２の合計の
重量（５Ｋｇ×５個＝２５Ｋｇ）を検知する。
【００３１】
　また、最上段のウェイト１２の上には距離センサ５ａが配置されている。距離センサ５
ａは、ウェイト１２が移動する方向にある障害物までの距離を計測する。図２のようにウ
ェイトが鉛直方向に移動する場合には、距離センサ５ａは、距離センサ５ａから床までの
距離または距離センサ５ａから天井までの距離を計測する。なお、ウェイト１２が水平方
向に移動する場合には、例えば距離センサ５ａから壁までの距離を計測してもよい。
【００３２】
　図３は、本実施形態におけるフリーウェイト系のウェイトトレーニング機器の一例を示
す図である。図３のフリーウェイト系のウェイトトレーニング機器４ｂは、具体的には、
ベンチプレス用トレーニング機器であり、ベンチ２５の先端の両脇にある２本の支持柱２
４は、バーベル２１のシャフト２３を支持する。シャフト２３の両端にはウェイト２２が
取り付けられている。
【００３３】
　図３において、破線で囲まれた部分を拡大したものが、実線で囲まれた、シャフト２３
の断面方向から見た状態である。２本の支持柱２４の先端には、バーベル２１の全体の重
量を計測するための重量センサ５ｃが設けられている。
【００３４】
　ベンチ２５は、床２６の上に配置されている。床２６の下と床（不図示）との間には、
床２６の上にかかる重量を計測するための重量センサ５ｄが１以上配置されている。図３
の例では、４つの重量センサ５ｄが床２６の四隅の下に配置されている。これにより、プ
レート２６に載った物及び人まで含めて重量を計測することができる。したがって、支持
柱２４に配置しないフリーウェイト系（例えば、ダンベル等）の場合には、重量センサ５
ｄによるセンシング情報を用いることになる。
【００３５】
　また、床２６の下に設置した複数のセンサ５ｄ（図３では、４つのセンサ５ｄ）に正し
く荷重がかかるように、複数のセンサ５ｄ上に、１枚または複数枚のプレート上のスペー
サ（不図示）を配置し、荷重を複数のセンサ５ｄに分散させることができる。これにより
、重量センサの荷重可能な上限を超える場合には重量センサそのものの追加は必要である
が、それ以外であればスペーサを配置し調整することで対応することができる。
【００３６】
　また、バーベル２１のいずれかの部分に、距離センサ５ｅが設置されている。距離セン
サ５ｅは、バーベル２１が変位する方向にある障害物までの距離を計測する。バーベル２
１が鉛直方向に移動する場合には、距離センサ５ｅは、距離センサ５ｅから床までの距離
または距離センサ５ｅから天井までの距離を計測する。
【００３７】
　図４は、本実施形態におけるセンサ５の構成の一例を示す図である。センサ５は、セン
サモジュール３１と通信モジュール３２、メモリ３３を含む。センサモジュール３１は、
押された圧力を検知する圧力センサ（重量センサ）や、対象物までの距離を計測する距離
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センサ等を実現するセンサモジュールである。なお、センサモジュール３１は、重力セン
サや距離センサに限定されず、加速度センサ（ジャイロセンサ）やフォトセンサ等であっ
てもよい。
【００３８】
　通信モジュール３２は、例えば、電波を放射して外部の機器（たとえば、報知装置１５
）と通信する電子部品であり、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の近距離無線信
規格やＬＰＷＡ（Ｌｏｗ Ｐｏｗｅｒ Ｗｉｄｅ Ａｒｅａ）等の長距離無線信規格に基づ
く通信方法を用いて通信を行う通信デバイスである。通信モジュール３２は、例えばＢＬ
Ｅ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標） Ｌｏｗ Ｅｎｅｒｇｙ）のアドバタイズパケットを
含めたビーコン信号を定期的に、または所定のタイミングで中継装置６を介してサーバ２
へ送信する。このように、センサ５－サーバ２間の通信方式として、ＢＬＥ等サーバ２へ
の通知を通信セッションを必要としないビーコン形式で行うことができる。
【００３９】
　ここで、所定のタイミングとは、重量センサであれば荷重の変化を検知した場合や、距
離センサであれば対象物までの距離の変化を検知した場合をトリガーとして動作すること
を示す。
【００４０】
　メモリ３３は、例えば、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリデバイスであり、当該メ
モリ３３を含むセンサ５が設置されているウェイトトレーニング機器４を識別する識別情
報及び当該センサ５を識別するセンサＩＤが格納されている。なお、センサ５は、仕様に
よってはタイマ機能を有していてもよい。
【００４１】
　また、本実施形態では、センサ５毎に通信モジュール３２を有しているが、これに限定
されず、複数のセンサモジュール３１に対して１つの通信モジュールを備えるような態様
であってもよい。
【００４２】
　図５は、本実施形態におけるサーバ２の機能ブロックの一例を示す図である。サーバ２
は、制御部４７、記憶部４８を含む。制御部４７は、中央演算装置（ＣＰＵ）等のプロセ
ッサである。記憶部４８は、情報を記憶する記憶装置である。
【００４３】
　制御部４７は、本実施形態に係るプログラムを読み込んで実行することにより、ユーザ
識別情報取得部４１、荷重情報取得部４２、距離情報取得部４３、ウェイトトレーニング
状況情報生成部４４として機能する。
【００４４】
　ユーザ識別情報取得部４１は、カードリーダ７より送信されたユーザＩＤを含むユーザ
ログイン情報を取得する。
【００４５】
　荷重情報取得部４２は、センサ５のうち重量センサ（以下、重量センサを「重量センサ
５ｐ」と称する）より送信されたセンシング情報（重量センシング情報）を荷重情報とし
て取得する。
【００４６】
　距離情報取得部４３は、センサ５のうち距離センサ（以下、距離センサを「距離センサ
５ｑ」と称する）より送信されたセンシング情報（距離センシング情報）を距離情報とし
て取得する。
【００４７】
　ウェイトトレーニング状況情報生成部４４は、ユーザログイン情報、重量センシング情
報、距離センシング情報に基づいて、ユーザ毎のウェイトトレーニング機器４を用いたト
レーニング状況に関するウェイトトレーニング状況情報を生成し、記憶部４８に格納する
。ウェイトトレーニング状況情報生成部４４は、重量計算部４５、回数計算部４６を含む
。
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【００４８】
　重量計算部４５は、重量センシング情報に基づいて荷重の変化を算出する。回数計算部
４６は、距離センシング情報に基づいてウェイトトレーニング機器の昇降回数を算出して
、ウェイトトレーニング状況情報を生成する。
【００４９】
　図６は、本実施形態における記憶部４８で管理されているテーブルの一例を示す図であ
る。記憶部４８には、例えば、（Ａ）ユーザ管理テーブル５１、（Ｂ）センサ管理テーブ
ル５２、（Ｃ）ウェイトトレーニング機器管理テーブル５３、（Ｄ）ウェイトトレーニン
グ管理テーブル５４が格納されている。
【００５０】
　ユーザ管理テーブル５１は、各ユーザを管理するテーブルである。ユーザ管理テーブル
５１は、「ユーザＩＤ」５１ａ、「生年月日」５１ｂ等のデータ項目を含む。「ユーザＩ
Ｄ」５１ａには、ユーザを識別するユーザ識別情報（ユーザＩＤ）が格納される。「生年
月日」５１ｂには、ユーザの生年月日が格納される。
【００５１】
　センサ管理テーブル５２は、ＷＴ機器に設定されている各センサ５を管理するテーブル
である。センサ管理テーブル５２は、「センサＩＤ」５２ａ、「センサ種別」５２ｂ、「
センサ名」５２ｃ等のデータ項目を含む。「センサＩＤ」５２ａには、センサ５を識別す
る識別情報（センサＩＤ）が格納される。「センサ種別」５２ｂには、センサＩＤで特定
されるセンサの種類（重量センサ、距離センサ等）を特定する情報が格納される。「セン
サ名」５２ｃには、センサＩＤで特定されるセンサの名称が格納される。
【００５２】
　ＷＴ機器管理テーブル５３は、センサ５を設置するウェイトトレーニング機器４を管理
するテーブルである。ＷＴ機器管理テーブル５３は、「ＷＴ機器ＩＤ」５３ａ、「ＷＴ機
器名５３ｂ」のデータ項目を含む。「ＷＴ機器ＩＤ」５３ａには、ＷＴ機器を識別するＷ
Ｔ機器ＩＤが格納される。「ＷＴ機器名」５３ｂには、ＷＴ機器ＩＤで特定されるＷＴ機
器名５３ｂが格納される。
【００５３】
　ウェイトトレーニング管理テーブル５４は、ＷＴ機器４を用いたユーザのウェイトトレ
ーニングを管理するためのテーブルである。ウェイトトレーニング管理テーブル５４は、
「ユーザＩＤ」５４ａ、「日時」５４ｂ、「ＷＴ機器名」５４ｃ、「重量」５４ｄ、「回
数」５４ｅのデータ項目を含む。「ユーザＩＤ」５４ａには、ユーザを識別するユーザ識
別情報（ユーザＩＤ）が格納される。「日時」５４ｂには、ユーザログイン情報またはセ
ンシング情報が送信または受信もしくは取得された日時が格納される。「ＷＴ機器ＩＤ」
５４ｃには、ＷＴ機器を識別するＷＴ機器ＩＤが格納される。「重量」５４ｄには、重量
計算部４５により算出された重量が格納される。「回数」５４ｅには、回数計算部４６に
より計測された回数が格納される。
【００５４】
　図７は、本実施形態におけるサーバ２が取得する情報の一例を示す図である。店舗３側
からサーバ２へは、主として、（Ａ）ユーザログイン情報６１、（Ｂ）重量センシング情
報６２、（Ｃ）距離センシング情報６３が送信される。
【００５５】
　ユーザログイン情報６１は、カードリーダ７によりユーザＩＤが読み取られた場合に、
そのユーザがウェイトトレーニング情報管理システム１にログインしたものとみなして生
成される情報である。
【００５６】
　ユーザログイン情報６１は、「ユーザＩＤ」６１ａ、「ＷＴ機器ＩＤ」６１ｂ、「日時
」６１ｃを含む。「ユーザＩＤ」６１ａは、カードリーダ７に会員カード等をかざした（
ログインした）ユーザのユーザＩＤである。「ＷＴ機器ＩＤ」６１ｂは、そのカードリー
ダ７に予め登録されている情報であって、カードリーダ７に対応するＷＴ機器のＷＴ機器
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ＩＤである。「日時」６１ｃは、その会員カードが読み取られた日時またはユーザログイ
ン情報６１がサーバ２に対して送信された日時であってもよい。
 
【００５７】
　重量センシング情報６２は、重量センサ５ｐより送信される情報である。重量センシン
グ情報６２は、「ＷＴ機器ＩＤ」６２ａ、「センサＩＤ」６２ｂ、「重量情報」６２ｃ、
「日時」６２ｄを含む。「ＷＴ機器ＩＤ」６２ａは、重量センサ５ｐに登録されているＷ
Ｔ機器ＩＤである。「センサＩＤ」６２ｂは、重量センサ５ｐのセンサＩＤである。「重
量情報」６２ｃは、重量センサ５ｐが検出した圧力（重量）である。「日時」６２ｄは、
重量センサ５ｐが検出した日時または重量センサ５ｐが重量センシング情報６２を送信し
た日時もしくは中継装置６が受信または送信した日時である。
【００５８】
　距離センシング情報６３は、距離センサ５ｑより送信される情報である。距離センシン
グ情報６３は、「ＷＴ機器ＩＤ」６３ａ、「センサＩＤ」６３ｂ、「距離情報」６３ｃ、
「日時」６３ｄを含む。「ＷＴ機器ＩＤ」６３ａは、距離センサ５ｑに登録されているＷ
Ｔ機器ＩＤである。「センサＩＤ」６３ｂは、距離センサ５ｑのセンサＩＤである。「距
離情報」６３ｃは、距離センサ５ｐが検出した距離である。「日時」６３ｄは、距離セン
サ５ｐが検出した日時または距離センサ５ｑが距離センシング情報６３を送信した日時も
しくは中継装置６が受信または送信した日時である。
【００５９】
　図８は、本実施形態における全体の流れを示すシーケンス図である。会員７０は、自身
に発行された会員カード（ＩＣタグ内蔵）を、使用したいＷＴ機器４に対応するカードリ
ーダ７にかざす。すると、カードリーダ７は、その会員カード内のＩＣタグからユーザＩ
Ｄを読み取り（Ｓ１）、そのユーザＩＤに時刻を付与して、ユーザログイン情報６１とし
てサーバ２へ送信する（Ｓ２）。
【００６０】
　それから会員７０は、使用したいＷＴ機器４を使用してウェイトトレーニングを行う（
Ｓ３）。すると、ＷＴ機器４に設置されている、例えば重量センサ５ｐや距離センサ５ｑ
等のセンサ５は、一定のタイミングまたは所定のタイミングで検知または計測を行い、セ
ンシング情報（例えば、重量センシング情報６２、距離センシング情報６３等）を中継装
置６を介してサーバ２に送信する（Ｓ４，Ｓ５）。
【００６１】
　Ｓ３～Ｓ５は、会員７０のウェイトトレーニングの試技の度に繰り返される。
【００６２】
　図９は、本実施形態におけるサーバの処理のフローチャートである。サーバ２の制御部
４７は、ユーザログイン情報６１を取得する（Ｓ１１）。制御部４７は、重量センシング
情報６２を取得する（Ｓ１２）。制御部４７は、距離センシング情報６３を取得する（Ｓ
１３）。
【００６３】
　制御部４７は、所定の時間内で取得したユーザログイン情報６１、重量センシング情報
６２、及び距離センシング情報６３に含まれるＷＴ機器ＩＤに基づいて、距離センシング
情報６３を紐づける（Ｓ１４）。
【００６４】
　制御部４７は、紐づけられたユーザログイン情報６１、重量センシング情報６２、及び
距離センシング情報６３に基づいて、ユーザ毎のウェイトトレーニング状況情報を生成す
る（Ｓ１５）。Ｓ１５の処理では、制御部４７は、ユーザログイン情報６１と紐づいた重
量センシング情報６２については重量計算処理（Ｓ１５ａ）を行い、ユーザログイン情報
６１と紐づいた距離センシング情報６３については回数計算処理（Ｓ１５ｂ）を行う。
【００６５】
　ここで、センシング情報が重量センシング情報６２か、距離センシング情報６３かの判
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別については、センサ種別を参照することにより行う。センサ種別は、重量センシング情
報６２及び距離センシング情報６３のそれぞれに含まれるセンサＩＤをセンサ管理テーブ
ル５２に照合することにより、制御部４７は、センシング情報のセンサ種別を判別するこ
とができる。
　図１０は、本実施形態における重量計算処理（Ｓ１５ａ）の詳細なフローチャートであ
る。制御部４７は、ユーザログイン情報６１と紐づいた重量センシング情報６２から最も
早い日時の重量センシング情報を読み出す（Ｓ２１）。
【００６６】
　制御部４７は、ログイン後、初回の重量センシング情報に関する処理か否かを判定する
（Ｓ２２）。初回の重量センシング情報に関する処理であると判定した場合（Ｓ２２でＹ
ＥＳ）、制御部４７は、重量センシング情報に含まれる重量情報をパラメータｗ１に格納
する（Ｓ２３）。
【００６７】
　制御部４７は、ユーザログイン情報６１と紐づいた重量センシング情報６２のうち、未
処理の重量センシング情報があるか否かを判別する（Ｓ２４）。未処理の重量センシング
情報がある場合、制御部４７は、次に日時の早い重量センシング情報を読み出す（Ｓ２５
）。
【００６８】
　２回目以降の重量センシング情報に関する処理であると判定した場合（Ｓ２２でＮＯ）
、制御部４７は、その読み出した重量センシング情報に含まれる重量情報をパラメータｗ
２に格納する（Ｓ２６）。
【００６９】
　制御部４７は、重量（＝ｗ２－ｗ１）を算出し、算出した重量をウェイトトレーニング
管理テーブル５４の該当するユーザＩＤの日時の「重量」５４ｄに登録する（Ｓ２７）。
その後、制御部４７は、紐づけられたセンシング情報（重量センシング情報６２、距離セ
ンシング情報６３）から、次に日時の早いセンシング情報を読み出す（Ｓ２８）。
【００７０】
　図１１は、本実施形態における回数計算処理（Ｓ１５ｂ）の詳細なフローチャートであ
る。制御部４７は、ユーザログイン情報６１と紐づいた距離センシング情報６３から最も
早い日時の距離センシング情報６３を読み出す（Ｓ３１）。
【００７１】
　制御部４７は、その読み出した距離センシング情報６３をモニタリングする（Ｓ３３）
。距離の変位の周期が１周期となっていない場合（Ｓ３４でＮＯ）、制御部４７は、ユー
ザログイン情報６１と紐づいた距離センシング情報６３のうち、未処理の距離センシング
情報があるか否かを判別する（Ｓ３５）。未処理の距離センシング情報がある場合（Ｓ３
５でＹＥＳ）、制御部４７は、次に日時の早い距離センシング情報６３を読み出す（Ｓ３
６）。
【００７２】
　制御部４７は、距離センシング情報６３をモニタリングする（Ｓ３３）。距離の変位の
周期が１周期となっている場合（Ｓ３４でＹＥＳ）、制御部４７は、回数をインクリメン
トする（Ｓ３７）。制御部４７は、ユーザログイン情報６１と紐づいた距離センシング情
報６３のうち、未処理の距離センシング情報があるか否かを判別する（Ｓ３５）。
【００７３】
　未処理の距離センシング情報６３がない場合（Ｓ３５でＮＯ）、本フローは終了する。
【００７４】
　なお、上述の重量の算出及び回数計算の手法は、一例であってこれに限定されず、様々
な方法で重量の算出及び回数計算を行ってもよい。
【００７５】
　また、このようにして算出された重量情報及び回数情報は、ウェイトトレーニング管理
テーブル５４に格納され、時系列でそのトレーニング情報を確認することができる。この
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とき、トレーニング情報はスマートフォン等の電子携帯端末で閲覧することができる。
【００７６】
　また、荷重の変化量を数値化し、サーバへ通知することができる。また、数値化された
データまたは関連付けた値単位より開始、終了の判断が可能となる。また、数値化された
データまたは関連付けた値単位より使用された荷重を算出することができる。
【００７７】
　また、本実施形態によれば、自動的にセンシング情報をサーバ２に蓄積することができ
る。また、サーバ２に蓄積されたデータは、各ユーザのスマートフォンやコンピュータ等
でリアルタイムに確認することができる。店舗３内に設置された機器やディスプレイ等で
容易に確認することができるので、スマートフォン等がなくても、問題がない。また、フ
リーウェイト系も含め、ウェイトトレーニング機器に設置されたセンサ５から収集された
センシング情報は、自動的にサーバ２に記録されるので、後日そのデータの見返しをする
ことができる。
【００７８】
　また、そのような蓄積されたデータを店舗間に跨って一元管理することができるので、
自己ベストリストを表示させたり、性別、年齢別、トレーニング歴別等の要素をいれたベ
ストスコアを表示させたり、店舗別のベストスコアを表示させることができる。
【００７９】
　また、本実施形態では、ユーザＩＤをセンシング情報とは別ルートで取得し、サーバ２
側にてセンシング情報とユーザＩＤを紐づけたがこれに限定されず、たとえば、店舗側に
おいて、ユーザＩＤとセンシング情報を紐づけた情報を中継装置６を介してサーバ２へ送
信してもよい。
【００８０】
　図１２は、本発明の実施形態におけるプログラムを実行するコンピュータのハードウェ
ア環境の構成ブロック図の一例である。コンピュータ８１は、サーバ２として機能する。
コンピュータ８１は、ＣＰＵ８２、ＲＯＭ８３、ＲＡＭ８４、記憶装置８５、入力Ｉ／Ｆ
８６、出力Ｉ／Ｆ８７、通信Ｉ／Ｆ８８、読取装置８９、バス９０によって構成されてい
る。
【００８１】
　ここで、ＣＰＵは、中央演算装置を示す。ＲＯＭは、リードオンリメモリを示す。ＲＡ
Ｍは、ランダムアクセスメモリを示す。Ｉ／Ｆは、インターフェースを示す。バス９０に
は、ＣＰＵ８２、ＲＯＭ８３、ＲＡＭ８４、記憶装置８５、入力Ｉ／Ｆ８６、出力Ｉ／Ｆ
８７、通信Ｉ／Ｆ８８、及び読取装置８９が接続されている。
【００８２】
　ＣＰＵ８２は、記憶装置８５から本実施形態に係るプログラムを読み出し、制御部４７
として当該プログラムを実行する。ＲＯＭ８３は、読み出し専用のメモリを示す。ＲＡＭ
８４は、一時的に記憶するメモリである。
【００８３】
　記憶装置８５は、大容量の情報を記憶する装置である。記憶装置８５としては、ハード
ディスク、ソリッドステートドライブ（ＳＳＤ）、フラッシュメモリカードなど様々な形
式の記憶装置を使用することができる。記憶装置８５には、本発明の実施形態に係るプロ
グラムが格納されている。記憶部８５には、記憶部４８として、ユーザ管理テーブル５１
、センサ管理テーブル５２、ＷＴ機器管理テーブル５３、及びウェイトトレーニング管理
テーブル５４等が記憶されている。
【００８４】
　入力Ｉ／Ｆ８６は、キーボード、マウス、電子カメラ、ウェブカメラ、マイク、スキャ
ナ、センサ、タブレット、タッチパネル等の入力装置と接続することが可能である。また
、出力Ｉ／Ｆ８７は、ディスプレイ、タッチパネル、プリンタ、スピーカ等の出力装置と
接続することが可能である。
【００８５】
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　通信Ｉ／Ｆ８８は、通信ネットワークと接続して他の装置と通信するためのポート等の
インターフェースである。通信ネットワークは、インターネット、ローカルエリアネット
ワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、専用線、有線、無線等の通信
網であってよい。読取装置８９は、可搬型記録媒体を読み出す装置である。
【００８６】
　上記実施形態で説明した処理を実現するプログラムは、プログラム提供者側から通信ネ
ットワーク９、および通信Ｉ／Ｆ８８を介して、例えば記憶装置８５に格納されてもよい
。また、上記実施形態で説明した処理を実現するプログラムは、市販され、流通している
可搬型記憶媒体に格納されていてもよい。この場合、この可搬型記憶媒体は読取装置８９
にセットされて、ＣＰＵ８２によってそのプログラムが読み出されて、実行されてもよい
。可搬型記憶媒体としてはＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、光ディスク、光磁気デ
ィスク、ＩＣカード、ＵＳＢメモリ装置、半導体メモリカードなど様々な形式の記憶媒体
を使用することができる。このような記憶媒体に格納されたプログラムが読取装置８９に
よって読み取られる。
【００８７】
　以上より、本実施形態の一例に係るウェイトトレーニング情報管理システム（例えば、
ウェイトトレーニング情報管理システム１）は、
　ウェイトトレーニング機器（例えば、ウェイトトレーニング機器４）に対応して設置さ
れ、該ウェイトトレーニング機器を使用するユーザを識別するユーザ識別情報（例えば、
ユーザＩＤ）を読み取り、送信する読取部（例えば、カードリーダ７）と、
　前記ウェイトトレーニング機器に設置され、該ウェイトトレーニング機器で用いられる
ウェイトの荷重を検出する荷重検出部（例えば、重量センサ５ｐ）と、
　前記ウェイトトレーニング機器に設置され、対象物から前記ウェイトまでの距離を計測
する距離計測部（例えば、距離センサ５ｑ）と、
　前記荷重に関する情報を示す荷重情報（例えば、重量センシング情報６２）と前記距離
に関する情報を示す距離情報（例えば、距離センシング情報６３）を送信する送信部（例
えば、中継装置６）と、
　前記ユーザ識別情報を取得すると共に、時系列での複数の前記荷重情報と時系列での複
数の前記距離情報とを取得し、該ユーザ識別情報と該複数の荷重情報と該複数の距離情報
に基づいて、ユーザ毎の前記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関す
るトレーニング状況情報（例えば、ウェイトトレーニング管理テーブル５４）を生成する
情報処理装置（例えば、サーバ２）と、
を備える。
【００８８】
　このように構成することにより、ウェイトトレーニング機器による、ユーザ毎の試技に
かかる重量及び試技回数をより効率的かつ簡単に管理することができる。
【００８９】
　前記情報処理装置（例えば、サーバ２）は、時系列での前記複数の荷重情報（例えば、
重量センシング情報６２）に基づいて荷重の変化を算出し、時系列での前記複数の距離情
報（例えば、距離センシング情報６３）に基づいて前記ウェイトの昇降回数を算出して、
前記トレーニング状況情報を生成する（例えば、Ｓ１５）。
【００９０】
　このように構成することにより、重量センシング情報６２からウェイトの荷重の変化を
、距離センシング情報からウェイトの昇降回数を生成することができる。
【００９１】
　前記読取部（例えば、カードリーダ７）は、前記ユーザ識別情報（例えば、ユーザＩＤ
）と、予め登録された前記ウェイトトレーニング機器（例えば、ウェイトトレーニング機
器４）を識別するウェイトトレーニング機器識別情報（例えば、ＷＴ機器ＩＤ）とを前記
情報処理装置（例えば、サーバ２）へ送信し、
　前記荷重検出部（例えば、重量センサ５ｐ）は、前記荷重情報と、予め登録された前記
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ウェイトトレーニング機器識別情報とを、前記送信部を用いて前記情報処理装置へ送信し
、
　前記距離計測部（例えば、距離センサ５ｑ）は、前記距離情報と、予め登録された前記
ウェイトトレーニング機器識別情報とを、前記送信部（例えば、中継装置６）を用いて前
記情報処理装置へ送信し、
　前記情報処理装置は、前記ウェイトトレーニング機器識別情報に基づいて、前記ユーザ
識別情報と前記複数の荷重情報と前記複数の距離情報とを関係づける。
【００９２】
　このように構成することにより、ユーザ毎に、荷重情報と距離情報を管理することがで
きる。
【００９３】
　また、本実施形態の一例に係る情報処理装置は、
　ユーザを識別するユーザ識別情報（例えば、ユーザＩＤ）を取得するユーザ識別情報取
得部（例えば、ユーザ識別情報取得部４１）と、
　ウェイトトレーニング機器（例えば、ウェイトトレーニング機器４）で用いられるウェ
イトの荷重に関する情報を示す、時系列での複数の荷重情報（例えば、重量センシング情
報６２）を取得する荷重情報取得部（例えば、荷重情報取得部４２）と、
　対象物から前記ウェイトまでの距離に関する情報を示す、時系列での複数の距離情報（
例えば、距離センシング情報６３）を取得する距離情報取得部（例えば、距離情報取得部
４３）と、
　前記ユーザ識別情報と前記複数の荷重情報と前記複数の距離情報に基づいて、ユーザ毎
の前記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情
報（例えば、ウェイトトレーニング管理テーブル５４）を生成するウェイトトレーニング
状況情報生成部（例えば、ウェイトトレーニング状況情報生成部４４）と、
を備える。
【００９４】
　このように構成することにより、ウェイトトレーニング機器による、ユーザ毎の試技に
かかる重量及び試技回数をより効率的かつ簡単に管理することができる。
【００９５】
　ウェイトトレーニング情報管理プログラムは、
　コンピュータ（例えば、コンピュータ８１）に、
　ユーザを識別するユーザ識別情報（例えば、ユーザＩＤ）を取得し（例えば、Ｓ１１）
、
　ウェイトトレーニング機器（例えば、ウェイトトレーニング機器４）で用いられるウェ
イトの荷重に関する情報を示す、時系列での複数の荷重情報（例えば、重量センシング情
報６２）を取得し（例えば、Ｓ１２）、
　対象物から前記ウェイトまでの距離に関する情報を示す、時系列での複数の距離情報（
例えば、距離センシング情報６３）を取得し（例えば、Ｓ１３）、
　前記ユーザ識別情報と前記複数の荷重情報と前記複数の距離情報に基づいて、ユーザ毎
の前記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情
報（例えば、ウェイトトレーニング管理テーブル５４）を生成する（例えば、Ｓ１５）、
処理を実行させる。
【００９６】
　このように構成することにより、ウェイトトレーニング機器による、ユーザ毎の試技に
かかる重量及び試技回数をより効率的かつ簡単に管理することができる。
【００９７】
　また、本実施形態の一例に係るウェイトトレーニング情報管理方法は、
　コンピュータ（例えば、コンピュータ８１）が、
　ユーザを識別するユーザ識別情報（例えば、ユーザＩＤ）を取得し（例えば、Ｓ１１）
、
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　ウェイトトレーニング機器（例えば、ウェイトトレーニング機器４）で用いられるウェ
イトの荷重に関する情報を示す、時系列での複数の荷重情報（例えば、重量センシング情
報６２）を取得し（例えば、Ｓ１２）、
　対象物から前記ウェイトまでの距離に関する情報を示す、時系列での複数の距離情報（
例えば、距離センシング情報６３）を取得し（例えば、Ｓ１３）、
　前記ユーザ識別情報と前記複数の荷重情報と前記複数の距離情報に基づいて、ユーザ毎
の前記ウェイトトレーニング機器を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状況情
報（例えば、ウェイトトレーニング管理テーブル５４）を生成する（例えば、Ｓ１５）、
処理を実行する。
【００９８】
　このように構成することにより、ウェイトトレーニング機器による、ユーザ毎の試技に
かかる重量及び試技回数をより効率的かつ簡単に管理することができる。
【００９９】
　以上、実施形態、変形例に基づき本態様について説明してきたが、上記した態様の実施
の形態は、本態様の理解を容易にするためのものであり、本態様を限定するものではない
。本態様は、その趣旨並びに特許請求の範囲を逸脱することなく、変更、改良され得ると
共に、本態様にはその等価物が含まれる。また、その技術的特徴が本明細書中に必須なも
のとして説明されていなければ、適宜、削除することができる。
【符号の説明】
【０１００】
　１　　　ウェイトトレーニング情報管理システム
　２　　　管理サーバ
　３　　　店舗
　４　　　ウェイトトレーニング機器（ＷＴ機器）
　５　　　センサ
　６　　　中継装置
　７　　　カードリーダ
　８　　　無線ＬＡＮルータ
　９　　　通信ネットワーク
　３１　　センサモジュール
　３２　　通信モジュール
　３３　　メモリ
　４１　　ユーザ識別情報取得部
　４２　　荷重情報取得部
　４３　　距離情報取得部
　４４　　ウェイトトレーニング状況情報生成部
　４５　　重量計算部
　４６　　回数計算部
　４７　　制御部
　４８　　記憶部
 
 
 

 
【要約】　　　（修正有）
【課題】ウェイトトレーニング機器（ＷＴ機器）による、ユーザ毎の試技にかかる重量及
び試技回数をより効率的かつ簡単に管理するウェイトトレーニング管理技術を提供する。
【解決手段】ウェイトトレーニング情報管理システム１は、ＷＴ機器４に対応して設置さ
れ、ＷＴ機器４を使用するユーザ識別情報を読み取り送信する読取部７と、ＷＴ機器４に
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設置され、ＷＴ機器４で用いられるウェイトの荷重を検出する荷重検出部５と、ＷＴ機器
４に設置され、対象物からウェイトまでの距離を計測する距離計測部５と、荷重情報と距
離情報を送信する送信部６と、ユーザ識別情報を取得すると共に、時系列での複数の荷重
情報と時系列での距離情報とを取得し、ユーザ識別情報と複数の荷重情報と複数の距離情
報に基づいて、ユーザ毎のＷＴ機器４を用いたトレーニング状況に関するトレーニング状
況情報を生成する情報処理装置と、を備える。
【選択図】図１

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】
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